
ら

二
三
・
五

甲
州
市
塩
山
牛
奥
字
手
代
原
二
八
五
九
番
一
地
先

ま
で

新

一
〇
・
三
〜

六
五
・
四

一
三
・
七

山
梨
県
告
示
第
四
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
ま

で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

日
影
笹
子
線
　
大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
天
庭
二
五

八
三
・
〇

平
成
二
十
九

二
番
一
地
先
か
ら
　

年
三
月
十
日

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
天
庭
二
五

五
番
一
地
先
ま
で

公
　
　
　
告

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
に
、
縦
覧
に
供
さ

れ
た
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
つ
い
て
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
農
用
地
利
用
配
分
計
画

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者
　
　
　
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

目
　
　
　
次
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示
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変
更
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
五

○
道
路
の
供
用
開
始
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
五

公
　
　
　
告

○
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
五

○
建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し
（
四
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇

人
事
委
員
会

○
山
梨
県
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員
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給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
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…
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九
一

公
安
委
員
会

○
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
一

○
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
塩
山
勝
沼
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別
　
（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
州
市
塩
山
牛
奥
字
百
市
三
三
六
六
番
一
地
先
か

旧

一
二
・
九
〜

六
五
・
四

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

八
五

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

三
月
九
日

第
二
千
六
百
七
十
九
号

木　曜　日



氏
名
又
は
名
称
　
居
住
し
、
又
は
所
　
所
在
　

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

在
す
る
市
区
町
村

山
中
隆

甲
府
市

北
杜
市
長
坂
町
白
井
沢
字
横

二
、
四
一
三
・
〇
〇

針
千
六
百
二
十
八
番

松
本
重
崇

甲
府
市

中
央
市
高
部
字
明
治
三
百
八

二
、
四
三
三
・
〇
〇

番
外
三
筆

杉
山
成
江

甲
府
市

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
塚

一
、
九
三
八
・
〇
〇

字
下
河
原
八
百
四
十
三
番
一

外
三
筆

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
塚

九
七
五
・
〇
〇

字
上
河
原
五
百
三
十
四
番
一

佐
藤
秀
次

都
留
市

大
月
市
猿
橋
町
藤
崎
字
久
保

六
、
九
九
三
・
〇
〇

千
二
百
七
十
一
番
一
外
十
二

筆

竹
居
豊

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
窪
平
字
楷
シ

一
、
六
二
九
・
〇
〇

千
百
十
八
番

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
字
己
ノ

一
、
三
八
七
・
〇
〇

起
千
九
百
三
十
二
番

鈴
木
晴
樹

山
梨
市

山
梨
市
西
字
中
村
四
十
九
番

六
七
三
・
〇
〇

一
外
二
筆

窪
田
紀
彦

山
梨
市

山
梨
市
東
字
弥
次
良
原
千
百

四
、
九
八
三
・
〇
〇

六
十
七
番
外
六
筆

山
梨
市
牧
丘
町
隼
字
西
平
二

一
、
三
七
一
・
〇
〇

千
六
十
三
番
外
二
筆

株
式
会
社
ロ
ー

山
梨
市

山
梨
市
三
ヶ
所
字
長
面
六
十

三
、
七
六
九
・
〇
〇

ソ
ン
フ
ァ
ー
ム

八
番
外
一
筆

山
梨

武
井
貞
幸

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
室
伏
字
下
田

二
五
五
・
〇
〇

千
六
百
二
十
五
番
一

鈴
木
史
彦

山
梨
市
　

山
梨
市
上
栗
原
字
中
道
六
百
　

九
七
四
・
〇
〇

四
十
二
番
一

網
倉
勇
太
　

山
梨
市
　

山
梨
市
牧
丘
町
西
保
下
字
西
　

二
、
五
一
一
・
〇
〇

杉
山
三
千
三
百
二
十
三
番
外

四
筆

鶴
田
誠
司
　

山
梨
市
　

山
梨
市
北
字
南
梨
ノ
木
千
六
　

四
、
〇
八
一
・
〇
〇

百
六
十
四
番
外
三
筆

横
森
公
毅
　

韮
崎
市
　

韮
崎
市
穂
坂
町
三
ツ
澤
字
小
　

一
、
四
〇
五
・
〇
〇

前
下
割
二
千
七
番

長
田
由
孝
　

韮
崎
市
　

韮
崎
市
中
田
町
小
田
川
字
侭
　

二
、
九
四
四
・
〇
〇

下
二
千
二
十
八
番
外
一
筆

佐
藤
寛
　

南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
曲
輪
田
字
下
　

二
、
五
三
九
・
〇
〇

原
三
百
四
十
五
番
二

南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
字
古
屋
　

六
四
八
・
〇
〇

鋪
千
七
百
四
十
一
番
一
外
一

筆南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
字
南
小
　

一
、
九
一
二
・
〇
〇

倉
千
三
百
五
十
三
番
外
一
筆

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

八
六



石
井
健
太
郎
　

南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
上
八
田
字
二
　

九
二
八
・
〇
〇

ッ
塚
百
七
十
七
番

小
野
聖
　

南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
下
今
諏
訪
字
　

一
、
〇
七
七
・
〇
〇

森
西
百
七
十
五
番
一

秋
山
仙
一
　

南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
字
下
原
　

五
一
一
・
〇
〇

二
千
二
百
三
十
九
番
一

農
事
組
合
法
人

南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
在
家
塚
字
仲
　

二
、
一
四
〇
・
〇
〇

南
ア
ル
プ
ス
Ｓ

畑
千
四
百
九
十
六
番
一
外
二

ｅ
ｅ
ｄ
　

筆

村
松
正
美
　

南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
東
南
湖
字
下
　

一
、
七
二
七
・
〇
〇

出
口
千
六
百
九
十
九
番

飯
窪
拓
也
　

南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
和
泉
字
的
場
　

一
、
〇
二
〇
・
〇
〇

七
百
六
十
四
番

中
込
一
憲
　

南
ア
ル
プ
ス
市
　

南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
字
北
新
　

四
、
九
〇
二
・
〇
〇

田
二
千
五
百
六
十
九
番
一
外

三
筆

株
式
会
社
ザ
イ

北
杜
市
　

北
杜
市
小
淵
沢
町
字
中
尾
九
　

九
一
七
・
〇
〇

マ
ッ
ク
ス
ヴ
ィ

千
八
百
六
番
一

レ
ッ
ジ

株
式
会
社
女
神

北
杜
市
　

北
杜
市
小
淵
沢
町
字
入
道
森
　

五
、
九
〇
七
・
〇
〇

の
森
オ
ー
ガ
ニ
　

千
六
百
二
十
二
番
外
二
筆

ッ
ク
フ
ァ
ー
ム

株
式
会
社
ワ
ザ

北
杜
市
　

北
杜
市
白
州
町
横
手
字
中
原
　

二
、
六
六
八
・
〇
〇

ー
リ
　

千
百
八
十
五
番
外
一
筆

株
式
会
社
あ
け

北
杜
市
　

北
杜
市
明
野
町
浅
尾
字
浅
尾
　

三
五
、
六
六
四
・
〇
〇

の
　

原
五
千
二
百
五
十
九
番
六
百

六
十
六
番
外
九
筆

大
和
田
貞
二
　

北
杜
市
　

北
杜
市
高
根
町
小
池
字
前
田
　

三
、
八
〇
六
・
〇
〇

三
百
十
番
外
一
筆

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
蟹
　

一
、
七
八
二
・
〇
〇

林
七
百
三
十
八
番
一
外
一
筆

農
事
組
合
法
人

北
杜
市

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
字
天
　

六
〇
九
・
〇
〇

い
ず
み
そ
ば
組
　

神
二
千
六
百
三
十
三
番

合

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
米
山
　

六
、
五
八
四
・
〇
〇

九
千
八
十
番
一
外
九
筆

株
式
会
社
こ
ぴ

北
杜
市
　

北
杜
市
小
淵
沢
町
松
向
字
神

二
六
、
二
三
三
・
〇
〇

っ
と
　

田
尻
二
千
六
百
七
十
一
番
外

十
五
筆

北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
字

二
〇
、
一
六
三
・
〇
〇

向
田
九
百
四
十
番
一
外
十
二

筆北
杜
市
長
坂
町
中
丸
字
西
蕪

三
、
四
九
六
・
〇
〇

二
千
六
百
九
番
外
一
筆

輿
石
正
　

北
杜
市
　

北
杜
市
高
根
町
箕
輪
字
海
道
　

二
九
、
〇
一
八
・
〇
〇

前
千
二
百
八
十
四
番
四
外
三

十
筆

伊
藤
省
吾
　

北
杜
市
　

北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
字
　

一
、
二
五
七
・
〇
〇

東
田
千
八
百
二
十
七
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

八
七



農
事
組
合
法
人

北
杜
市
　

北
杜
市
須
玉
町
下
津
金
字
下
　

三
、
九
三
八
・
二
五

エ
ナ
ジ
ー
津
金
　

川
手
五
千
二
百
四
十
九
番
外

四
筆

北
杜
市
須
玉
町
下
津
金
字
中

四
、
二
六
一
・
〇
〇

田
五
千
百
八
十
五
番
外
三
筆

農
事
組
合
法
人

北
杜
市
　

北
杜
市
武
川
町
牧
原
字
東
原
　

九
、
八
三
三
・
〇
〇

武
川
フ
ァ
ー
ム
　

二
千
七
百
八
十
四
番
外
七
筆

組
合

北
杜
市
武
川
町
宮
脇
字
竹
ノ

二
、
六
五
六
・
〇
〇

花
二
百
九
十
一
番

北
杜
市
武
川
町
山
高
字
祝
六
　

四
、
九
二
一
・
〇
〇

十
八
番
外
五
筆

高
橋
雄
一
郎
　

北
杜
市
　

北
杜
市
長
坂
町
大
井
ヶ
森
字
　

六
、
六
四
五
・
〇
〇

下
フ
ノ
リ
平
千
四
百
四
十
九

番
一
外
四
筆

農
事
組
合
法
人

北
杜
市
　

北
杜
市
高
根
町
箕
輪
字
中
雲
　

一
、
四
一
三
・
〇
〇

営
農
た
か
ね
　

雀
沢
千
九
百
四
十
五
番

北
杜
市
高
根
町
村
山
東
割
字
　

二
、
〇
六
四
・
〇
〇

雁
又
二
千
六
百
八
番
外
二
筆

農
事
組
合
法
人

北
杜
市
　

北
杜
市
長
坂
町
塚
川
字
泥
里
　

五
四
、
二
五
五
・
〇
〇

長
坂
フ
ァ
ー
ム
　

千
八
百
五
十
七
番
一
外
三
十

組
合
　

七
筆

北
杜
市
長
坂
町
塚
川
字
泥
里
　

九
五
三
・
〇
〇

千
八
百
五
十
六
番
外
一
筆

北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条
字
　

六
、
四
二
三
・
〇
〇

錨
田
千
二
十
五
番
外
三
番

小
野
田
等
　

北
杜
市
　

北
杜
市
白
州
町
鳥
原
字
大
北
　

一
〇
、
八
一
七
・
〇
〇

四
千
四
百
一
番
外
四
筆

杉
浦
伸
一
　

甲
斐
市
　

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
上
野
　

一
、
七
〇
五
・
〇
〇

字
一
城
林
三
千
三
百
九
番
一

外
四
筆

椚
敏
範
　

笛
吹
市
　

笛
吹
市
八
代
町
南
字
森
ノ
上
　

九
九
一
・
〇
〇

南
二
百
四
十
九
番
八

宮
川
公
雄
　

笛
吹
市
　

笛
吹
市
境
川
町
三
椚
字
下
向
　

五
八
五
・
〇
〇

七
百
九
十
番
一
外
一
筆

雨
宮
裕
仁
　

笛
吹
市
　

笛
吹
市
境
川
町
小
黒
坂
字
間
　

二
、
九
七
九
・
〇
〇

ノ
田
千
五
百
二
十
二
番
外
四

筆笛
吹
市
境
川
町
前
間
田
字
宮
　

七
八
五
・
〇
〇

前
七
百
四
十
八
番
一
外
一
筆

板
倉
由
加
子
　

笛
吹
市
　

笛
吹
市
八
代
町
北
字
川
後
塚
　

七
二
九
・
〇
〇

六
百
七
十
六
番
一
外
一
筆

北
村
学
　

笛
吹
市
　

笛
吹
市
御
坂
町
井
之
上
字
姥
　

四
七
九
・
〇
〇

塚
千
百
五
十
八
番
一

志
村
一
仁
　

笛
吹
市
　

笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
　

一
、
八
四
四
・
〇
〇

畑
二
百
六
十
七
番
一
外
一
筆

早
川
直
樹
　

笛
吹
市
　

笛
吹
市
一
宮
町
一
ノ
宮
字
北

一
、
六
七
五
・
〇
〇

反
保
百
六
十
七
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

八
八



株
式
会
社
ハ
イ
　
笛
吹
市
　

富
士
吉
田
市
上
暮
地
字
子
ノ

一
九
、
一
八
一
・
〇
〇

ジ
の
野
菜
畑
　

神
二
千
二
百
八
十
九
番
一
外

二
十
九
筆

市
川
央
　

笛
吹
市
　

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
塚
　

三
、
四
三
一
・
〇
〇

字
幅
四
千
七
百
六
十
八
番
一

外
六
筆

三
科
裕
二
　

甲
州
市
　

甲
州
市
勝
沼
町
休
息
字
上
沖
　

二
、
二
一
六
・
〇
〇

田
二
百
十
九
番
一
外
一
筆

甲
州
市
勝
沼
町
休
息
字
南
門
　

三
、
〇
一
六
・
〇
〇

千
百
二
番
一
外
四
筆

石
原
淳
哉
　

甲
州
市
　

甲
州
市
勝
沼
町
休
息
字
中
沖
　

二
、
四
八
〇
・
〇
〇

田
二
千
七
十
番
外
三
筆

甲
州
市
勝
沼
町
等
々
力
字
西
　

六
五
五
・
〇
〇

林
千
二
百
六
十
一
番
一

大
村
良
明
　

甲
州
市
　

甲
州
市
勝
沼
町
山
字
久
保
田
　

二
六
八
・
〇
〇

二
百
六
十
七
番

佐
野
和
枝
　

甲
州
市
　

甲
州
市
塩
山
藤
木
字
笠
張
千
　

三
二
五
・
〇
〇

三
百
五
十
九
番

た
と
み
農
園
株

中
央
市
　

中
央
市
布
施
字
町
屋
前
三
千
　

二
、
九
九
六
・
〇
〇

式
会
社
　

九
百
五
十
九
番
一

平
岡
正
史
　

西
八
代
郡
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
　

七
九
一
・
〇
〇

郷
町
　

字
開
田
二
百
六
番
一
外
五
筆

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
　

二
二
七
・
〇
〇

字
開
田
二
百
二
十
四
番

根
津
弘
毅
　

西
八
代
郡
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
　

七
、
三
八
一
・
〇
〇

郷
町
　

字
陳
平
四
千
二
百
二
十
八
番

一
外
十
六
筆

佐
藤
信
也
　

西
八
代
郡
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
塚
　

四
八
四
・
〇
〇

郷
町
　

字
下
河
原
八
百
六
十
五
番
二

都
築
憲
彌
　

西
八
代
郡
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
岩
間
　

二
、
〇
三
五
・
〇
〇

郷
町
　

字
下
木
戸
千
八
百
九
十
九
番

三
外
七
筆

農
事
組
合
法
人

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
手
打
沢
字
　

一
、
八
〇
五
・
〇
〇

手
打
沢
組
合
　

栗
林
千
四
百
四
十
三
番
一
外

三
筆

農
事
組
合
法
人

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
下
山
字
川
　

一
、
〇
五
五
・
〇
〇

結
い
の
里
し
も
　

除
下
九
千
九
百
五
十
八
番
外

べ
　

三
筆

菊
島
史
登
　

中
巨
摩
郡
昭
和
町

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
字
切
付
　

八
八
四
・
〇
〇

二
百
一
番

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
字
切
付

七
八
七
・
〇
〇

百
八
十
八
番
外
一
筆

菊
地
千
春
　

長
野
県

北
杜
市
高
根
町
村
山
東
割
字

八
、
一
四
八
・
〇
〇

雲
雀
沢
千
七
百
九
十
一
番
一

外
八
筆

わ
か
ば
農
園
株

岐
阜
県
　

北
杜
市
白
州
町
鳥
原
字
大
久
　

六
二
、
〇
〇
八
・
〇
〇

式
会
社
　

保
四
千
四
百
二
十
四
番
外
三

十
五
筆

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

八
九



北
杜
市
白
州
町
鳥
原
字
東
原

四
、
一
六
四
・
〇
〇

四
千
六
百
五
十
二
番
外
一
筆

（
詳
細
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
二
の
１
に
掲
げ
る
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二
　
縦
覧
の
場
所
等

１
　
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
農
政
部
担
い
手
・
農
地
対
策
室

●
２

期
間
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
日

３
　
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

三
　
意
見
書
の
提
出
先
等

１
　
提
出
先
　
二
の
１
に
掲
げ
る
場
所

２
　
記
載
事
項

（一）

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

（二）

利
害
関
係
の
内
容

（三）

意
見

３
　
提
出
期
限
　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
三
日

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
二
月
十
三
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
株
式
会
社
相
和

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
三
千
六
百
八
十
三
番
地
二

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
中
村
守

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
四
）
第
八
九
三
四
号

四

処
分
の
内
容
　
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工

事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
株
式
会
社
富
岳
造
園
土
木

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
三
百
二
十
九
番
地
二

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
高
村
財

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
三
）
第
四
四
九
〇
号

四

処
分
の
内
容
　
土
木
工
事
業
、
石
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
、
造
園
工
事
業

及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
二
月
十
五
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
六
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
ム
ゲ
ン
工
業

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
斐
市
万
才
五
百
二
十
番
地
二
　
秋
山
住
宅

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
海
瀬
収

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
六
）
第
九
三
七
〇
号

四

処
分
の
内
容
　
と
び
・
土
工
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
二
月
一
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

九
〇



山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
有
限
会
社
早
川
建
材
設
備

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
州
市
塩
山
千
野
三
千
四
百
九
十
三
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
青
沼
久

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
四
）
第
五
六
六
一
号

四

処
分
の
内
容
　
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委

員

長
　
　
小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
イ
の
表
６
級
の
項
第
十
二
号
中
「
給
与
企
画
官
、
福
利
厚
生
官
」
を
「
給
与
企
画
官
」
に

改
め
、
同
表
９
級
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
　
困
難
な
業
務
を
行
う
教
育
次
長
、
局
長
、
林
務
超
又
は
出
納
局
長
の
職
務

２
　
困
難
な
業
務
を
行
う
本
庁
又
は
教
育
委
員
会
事
務
局
の
理
事

「

次
長
●
●
●
●
●
●
●
●
●
三
種
●
●
●
●
●

別
表
第
十
二
警
察
部
局
の
部
警
察
本
部
の
項
中
●
●
（
総
務
室
及
び
部
に
置
く
●
（
人
事
委
員
会
が

次
長
に
限
る
。）

「

理
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
種

認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
二
種
）
●
●
を
●
●
次
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
種

（
総
務
室
及
び
部
に
置
く

」

次
長
に
限
る
。）

に
、「
福
利
厚
生
官
」
を
「
健
康
管
理
室
長
」
に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委

員

長
　
　
尾
　
　
方
　
　
　
　
　
恵

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
の
表
第
三
項
中
「
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
青
柳
町
字
調
整
地
一
、
五
六
八
番
二
地
」

を
「
山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
宮
原
四
一
番
一
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を
「（
臨
時
適
性
検
査
等
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
百
二
条
の
臨
時
適
性
検
査
等
に
係
る
命
令
及
び
通
知
は
、
次
に
掲
げ
る
様
式
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

●
一

法
第
九
十
条
第
八
項
又
は
法
第
百
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
の
受
検
命
令
●
別
記

様
式
第
十
一
の
三

●
二

法
第
九
十
条
第
八
項
又
は
法
第
百
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
診
断
書
の
提
出
命
令
●
別
記
様

式
第
十
一
の
四

●
三

法
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
診
断
書
の
提
出
命
令
　
別
記
様
式
第
十

一
の
五

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

九
一

１
　
困
難
な
業
務
を
行
う
教
育
次
長
、
局
長
、
林
務
長
又
は
出
納
局
長
の
職
務

２
　
困
難
な
業
務
を
行
う
本
庁
又
は
教
育
委
員
会
事
務
局
の
理
事



●
四

法
第
百
二
条
第
六
項
又
は
法
第
百
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
臨
時
適
性
検
査
の
通
知
●

別
記
様
式
第
十
一
、
別
記
様
式
第
十
一
の
二
又
は
別
記
様
式
第
十
一
の
六

第
十
三
条
の
二
中
「
又
は
第
百
一
条
の
四
第
二
項
」
を
「
、
法
第
百
一
条
の
四
第
二
項
又
は
法
第
百

一
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
百
一
条
の
四
第
三
項
」
の
下
に
「
又
は
法
第
百
一
条
の
七
第
二
項
」

を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
二
第
五
項
中
「
講
習
終
了
証
書
」
を
「
講
習
終
了
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
五
中
「
第
九
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
第
十
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
中
型
免
許
」
の
下
に
「
、
準
中
型
免
許
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
第

十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三
　
準
中
型
車
講
習
終
了
証
明
書
　
別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
二
の
二

第
十
八
条
の
五
の
見
出
し
中
「
所
得
時
講
習
指
導
員
」
を
「
取
得
時
講
習
指
導
員
」
に
改
め
、
同
条

第
一
号
中
「
受
け
て
い
る
も
の
」
を
「
受
け
て
い
る
者
」
に
、「
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
三
号
」

を
「
平
成
十
七
年
政
令
第
百
八
十
三
号
」
に
、「
講
習
を
終
了
」
を
「
研
修
を
修
了
」
に
改
め
、
同
条

第
二
号
中
「
も
の
又
は
」
を
「
者
、」
に
、「
受
け
て
い
る
も
の
」
を
「
受
け
て
い
る
者
又
は
道
路
交
通

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
」
と
い
う
。）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
教
習
指
導
員
資
格

者
証
（
中
型
）
と
み
な
さ
れ
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
」
に
改
め
、
同
条
第

十
一
号
中
「
も
の
」
を
「
者
又
は
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
教
習

指
導
員
資
格
者
証
（
普
通
二
種
）
と
み
な
さ
れ
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中
「
も
の
又
は
」
を
「
者
、」
に
、「
受
け
て
い

る
も
の
」
を
「
受
け
て
い
る
者
又
は
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
教

習
指
導
員
資
格
者
証
（
中
型
二
種
）
と
み
な
さ
れ
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
受
け
て
い
る
も
の
」
を
「
受
け
て
い
る
者
」

に
、「
講
習
を
終
了
」
を
「
研
修
を
修
了
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
ア
及

び
ウ
か
ら
キ
ま
で
の
規
定
中
「
も
の
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号

中
「
認
め
る
者
」
を
「
認
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
修
了

し
た
も
の
」
を
「
修
了
し
た
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
も
の
」
を

「
者
」
に
、「
第
九
条
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
も
の
」

を
「
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
も
の
」
を
「
者
又
は
平
成
二
十
八

年
改
正
政
令
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
教
習
指
導
員
資
格
者
証
（
普
通
）
と
み
な
さ
れ
る
教

習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
準
中
型
車
講
習
を
行
う
指
導
員
（
以
下
「
準
中
型
車
講
習
指
導
員
」
と
い
う
。）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
教
習
指
導
員
資
格
者
証
（
準
中
型
）
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
又
は
平
成
二
十
八
年
改
正
政
令
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
教
習
指
導
員
資

格
者
証
（
準
中
型
）
と
み
な
さ
れ
る
教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
、
公
安

委
員
会
が
指
定
す
る
研
修
を
修
了
し
た
も
の

第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
前
号
の
教
習
の
方
法
は
施
行
規
則
第
三
十

三
条
第
四
項
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、」
を
削
り
、「
九
月
」
を
「
一
年
」
に
改
め
、

「
そ
れ
ぞ
れ
前
号
の
規
定
に
よ
る
教
習
時
間
の
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号

「

「

乗
車
定
員
５
　
　
　
　
　
乗
車
定
員
５

の
表
中
●
●
人
以
上
の
普
●
●
を

人
以
上
１
０
●
●
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
条

通
自
動
車
　
　
　
　
　
　
人
以
下
の
普

」

通
自
動
車

」

第
六
項
中
「
細
則
に
定
め
る
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
こ
の
細
則
に
定
め
る
」
を
削
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
四
の
四
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
八
条
の
四
の
六
第

一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

九
二

「
「

普
　
通
　
車
　
　
　
　
　
準
中
型
車

大
型
二
輪
車
　
　
　
　
　
普
　
通
　
車
　
　
　

普
通
二
輪
車
　
　
　
　
　
大
型
二
輪
車

」
普
通
二
輪
車
」

「
５
　
安
全
運
転
の
基
礎
知
識
　

１
５
０

６
　
道
路
交
通
法
令
の
知
識
及
び
安
全
運
転
の
方
法
　

３
０

別
表
第
一
の
四
中

７
　
構
造
取
扱
い
の
知
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
０
分

２
０
分

８
　
事
故
事
例
研
究
に
基
づ
く
安
全
運
転
の
方
法
　

６
０
６
０

「
分
　
１
５
０
分
　
　
　
　
　
５
　
安
全
運
転
の
基
礎
知
識

１
５

分
　
　
３
０
分
　
　
　
　
　
６
　
道
路
交
通
法
令
の
知
識
及
び
安
全
運
転
の
方
法

９
０
分
　
　
３

２
０
分
●
●
●

７
　
事
故
事
例
に
基
づ
く
安
全
運
転
の
方
法
　
　

６
分
　
１
２
０
分
　

６
分
　
１
２
０
分
」

０
分
　
１
５
０
分

０
分
　
　
３
０
分

「
９
●
講
習
対
象
者
別
に
必
要
な
安
全
運
転
の
知
識
」
を
「
８
●
講
習
対

０
分
　
１
２
０
分

別
表
第
一
の
三
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
四
中

を

を
に
、

乗
車
定
員
５

人
以
上
の
普

通
自
動
車

乗
車
定
員
５

人
以
上
１
０

人
以
下
の
普

通
自
動
車



別
表
第
四
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

九
三

０
分
　
１
２
０
分
」

象
者
別
に
必
要
な
安
全
運
転
の
知
識
」
に
、「
１
０
　
筆
記
に
よ
る
診
断
と
指
導
又
は
運
転
適
性
検
査

器
材
の
使
用
に
よ
る
診
断
と
指
導
」
を
「
９
　
筆
記
に
よ
る
診
断
と
指
導
又
は
運
転
適
性
検
査
器
材
の

使
用
に
よ
る
診
断
と
指
導
」
に
、「
１
１
　
実
車
に
よ
る
診
断
と
指
導
又
は
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
操

作
に
よ
る
診
断
と
指
導
」
を
「
１
０
　
実
車
に
よ
る
診
断
と
指
導
又
は
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
操
作
に

よ
る
診
断
と
指
導
」
に
、「
１
２
　
面
接
指
導
」
を
「
１
１
　
面
接
指
導
」
に
改
め
る
。

「
開
　
講

１
　
道
路
交
通
の
現
状

２
　
交
通
事
故
の
実
態

３
　
運
転
者
の
社
会
的
立
場

４
　
安
全
運
転
の
心
構
え

５
　
安
全
運
転
の
基
礎
知
識

●
表
第
二
の
二
中

６
　
道
路
交
通
法
令
の
知
識
及
び
安
全
運
転
の
方
法

７
　
構
造
取
扱
い
の
知
識

８
　
事
故
事
例
研
究
に
基
づ
く
安
全
運
転
の
方
法

９
　
筆
記
に
よ
る
診
断
と
指
導
及
び
運
転
適
性
検
査
器
材
の
使
用
に
よ
る
診

「
開
　
講

１
　
道
路
交
通
の
現
状

２
　
交
通
事
故
の
実
態

１
１
０
分
　
　
　
　
　
　
３
　
運
転
者
の
社
会
的
立
場

４
　
安
全
運
転
の
心
構
え

●
５
　
安
全
運
転
の
基
礎
知
識

６
　
道
路
交
通
法
令
の
知
識
及
び
安
全
運
転
の
方
法

７
　
事
故
事
例
研
究
に
基
づ
く
安
全
運
転
の
方
法

３
０
分

８
　
筆
記
に
よ
る
診
断
と
指
導
及
び
運
転
適
性
検
査
器
材
の

断
と
指
導
　
　
　
４
０
分

」
●●●

１
１
０
分

に
、
「
１
０
　
社
会
参
加
活
動
」
を
「
９
　
社
会
参

３
０
分

使
用
に
よ
る
診
断
と
指
導
　
　
　
４
０
分

」

を

を

に
、

に
、

別
表
第
二
の
二
中

を

を

に
、

加
活
動
」
に
、「
１
０
　
実
車
に
よ
る
診
断
と
指
導
及
び
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
操
作
に
よ
る
診
断
と

指
導
」
を
「
９
　
実
車
に
よ
る
診
断
と
指
導
及
び
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
操
作
に
よ
る
診
断
と
指
導
」

に
、「
１
１
　
面
接
指
導
」
を
「
１
０
　
面
接
指
導
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
５
　
技
能
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
」
を
「
５
　
技
能
教
習
の
教
習
方
法
」
に
、

「
６
　
学
科
教
習
に
必
要
な
教
習
の
技
能
」
を
「
６
　
学
科
教
習
の
教
習
方
法
」
に
、「
６
　
自
動
車
の

運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
及
び
採
点
の
技
能
」
を
「
６
　
自
動
車
の
運
転
技
能
に
関
す
る
観
察
力
及
び

採
点
方
法
」
に
、「
２
　
副
管
理
者
」
を
「
３
　
副
管
理
者
」
に
改
め
る
。

を

に
改
め
る
。

に
、

を

に
、

に
改
め
る
。

別
表
第
三
中

を
に
、

を

に
、

を

を

に
、

を

に
改
め
る
。

に
、
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別
表
第
四
の
二
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
表
第
五
の
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
普
通
・

普
通
車
は
Ａ
Ｔ

右
同

技
能
試
験
に
準
ず
る
。
右
同

右
同

準
中
型
・

車
に
限
る
。

中
型
・
大

型
仮
免
許

準
中
型
車
は
五

準
中
型
免

右
同

右
同

右
同

ｔ
未
満
に
限
る
。
許
に
係
る

標
準
試
験

車

中
型
車
は
八
ｔ
　
中
型
免
許
　
右
同
　
　
　
　
　
　
　
お
お
む
ね

六
十
パ
ー
セ

未
満
に
限
る
。

に
係
る
標

千
二
百
メ

ン
ト
以
上

準
試
験
車

ー
ト
ル

大
型
車
は
マ
イ

大
型
免
許

右
同

右
同

右
同

ク
ロ
バ
ス
に
限

に
係
る
標

る
。

準
試
験
車

別
表
第
五
中
十
一
の
項
を
十
二
の
項
と
し
、
七
の
項
か
ら
十
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
六

の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

七
　
準
中
型

準
中
型
車
五
ｔ

準
中
型
免

周
回
コ
ー
ス
及
び
幹

右
同

右
同

免
許

未
満
に
限
る
。

許
に
係
る

線
コ
ー
ス
の
走
行
並

標
準
試
験

び
に
交
差
点
、
曲
線

車

コ
ー
ス
、
屈
折
コ
ー

ス
の
通
過
並
び
に
方

向
変
換
（
Ａ
Ｔ
限
定

条
件
が
付
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
坂
道
コ

ー
ス
の
通
過
を
含
む

。）

準
中
型
車
五
ｔ

右
同

周
回
コ
ー
ス
及
び
幹

右
同

右
同

未
満
及
び
普
通

線
コ
ー
ス
の
走
行
並

車
は
自
三
車
、

び
に
交
差
点
、
曲
線

軽
車
（
三
百
六

コ
ー
ス
、
屈
折
コ
ー

十
）
に
限
る
。

ス
の
通
過

別
表
第
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
表
第
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
七
（
第
二
十
三
条
関
係
）

教
　
　
習
　
　
の
　
　
別

教
　
習
　
時
　
間
　
の
　
別

一
　
運
転
で
き
る
準
中
型
自
動
車
が
「
準
中
型
車
（
五

準
中
型
自
動
車
に
よ
る
四
時
限
以
上
の

ｔ
）
及
び
普
通
車
は
自
三
車
、
軽
車
（
三
百
六
十
）

技
能
教
習

に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
準
中
型
免
許
を
受

け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

二
　
運
転
で
き
る
普
通
自
動
車
が
「
普
通
車
は
軽
車
（

普
通
自
動
車
に
よ
る
四
時
限
以
上
の
技

三
百
六
十
）
に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
普
通

能
教
習

免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

三
　
運
転
で
き
る
大
型
特
殊
自
動
車
が
カ
タ
ピ
ラ
を
有

大
型
特
殊
自
動
車
に
よ
る
六
時
限
以
上

す
る
自
動
車
（
車
輪
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又

の
技
能
教
習

は
農
耕
作
業
用
自
動
車
に
限
定
さ
れ
た
大
型
特
殊
免

許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

四
　
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
総
理

大
型
自
動
車
に
よ
る
十
二
時
限
以
上
の

府
令
（
昭
和
四
十
五
年
総
理
府
令
第
二
十
八
号
）
附

技
能
教
習

則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
運
転
で
き
る
大
型
自
動

車
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
限
定
さ
れ
て
い
る
大
型
免
許

を
受
け
て
い
る
者
（
免
許
の
失
効
に
よ
り
同
様
の
条

件
が
付
さ
れ
た
者
を
含
む
。）
に
係
る
限
定
解
除

五
　
運
転
で
き
る
普
通
自
動
車
が
「
普
通
車
は
Ａ
Ｔ
車

普
通
自
動
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
普
通
免
許
を
受
け

な
い
こ
と
。）
に
よ
る
四
時
限
以
上
の

て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

技
能
教
習

六
　
運
転
で
き
る
普
通
自
動
車
が
「
普
通
車
は
Ａ
Ｔ
車

普
通
自
動
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
普
通
第
二
種
免
許

な
い
こ
と
。）
に
よ
る
四
時
限
以
上
の

を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

技
能
教
習

七
　
運
転
で
き
る
普
通
自
動
車
が
「
一
・
五
ｔ
以
下
の

普
通
自
動
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
を

車
両
に
限
る
」
、「
一
・
二
ｔ
以
下
の
車
両
に
限
る
」

含
む
。
）
に
よ
る
四
時
限
以
上
の
技
能

又
は
「
長
さ
四
・
七
ｍ
、
幅
一
・
七
ｍ
以
下
の
車
両

教
習

に
限
る
」
等
の
限
定
を
付
さ
れ
た
普
通
免
許
を
受
け

て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

八
　
Ａ
Ｔ
限
定
大
型
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
　
大
型
二
輪
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

る
限
定
解
除
（
Ａ
Ｔ
限
定
大
型
二
輪
免
許→

大
型
二
　
な
い
こ
と
。）
に
よ
る
八
時
限
以
上
（

輪
免
許
）

そ
の
者
が
、
普
通
二
輪
免
許
又
は
小
型

限
定
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
た
場

合
は
五
時
限
以
上
）
の
技
能
教
習

九
　
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係

普
通
二
輪
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

る
限
定
解
除
（
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許→

普
通
二

な
い
こ
と
。）
に
よ
る
五
時
限
以
上
（

輪
免
許
）

そ
の
者
が
、
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許

を
受
け
て
い
た
場
合
は
三
時
限
以
上
）

の
技
能
教
習

十
　
Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者

小
型
二
輪
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

に
係
る
Ａ
Ｔ
限
定
の
解
除
（
Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二

な
い
こ
と
。）
に
よ
る
四
時
限
以
上
の

輪
免
許→

小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
）

技
能
教
習

十
一
　
Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る

普
通
二
輪
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

者
に
係
る
Ａ
Ｔ
限
定
及
び
小
型
限
定
の
解
除
（
Ａ
Ｔ

な
い
こ
と
。）
に
よ
る
八
時
限
以
上
の

小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許→

普
通
二
輪
免
許
）

技
能
教
習

十
二
　
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に

普
通
二
輪
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

係
る
小
型
限
定
の
解
除
（
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許

な
い
こ
と
。
）
に
よ
る
五
時
限
以
上
の

→

普
通
二
輪
免
許
）

技
能
教
習

十
三
　
Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る

普
通
二
輪
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

者
に
係
る
小
型
限
定
の
解
除
（
Ａ
Ｔ
小
型
限
定
普
通

あ
る
こ
と
。
）
に
よ
る
五
時
限
以
上
の

二
輪
免
許→
Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許
）

技
能
教
習
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十
四
　
小
型
限
定
普
通
二
輪
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に

普
通
二
輪
車
（
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

係
る
Ａ
Ｔ
限
定
で
の
小
型
限
定
の
解
除
（
小
型
限
定

あ
る
こ
と
。）
に
よ
る
三
時
限
以
上
の

普
通
二
輪
免
許→

Ａ
Ｔ
限
定
普
通
二
輪
免
許
）

技
能
教
習

十
五
　
運
転
で
き
る
準
中
型
自
動
車
が
「
準
中
型
車
は

準
中
型
自
動
車
（
車
両
総
重
量
が
五
ｔ

準
中
型
車
（
五
ｔ
）
に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ

未
満
で
な
い
こ
と
。）
に
よ
る
四
時
限

た
準
中
型
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

以
上
の
技
能
教
習

十
六
　
運
転
で
き
る
準
中
型
自
動
車
が
「
準
中
型
車
は

準
中
型
自
動
車
（
車
両
総
重
量
が
五
ｔ

準
中
型
車
（
五
ｔ
）
の
Ａ
Ｔ
車
に
限
る
」
旨
の
限
定

未
満
で
な
い
こ
と
。）
に
よ
る
八
時
限

を
付
さ
れ
た
準
中
型
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る

以
上
の
技
能
教
習

限
定
解
除

十
七
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
が
「
中
型
車
は
中
型

中
型
自
動
車
に
よ
る
五
時
限
以
上
の
技

車
（
八
ｔ
）
に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
中
型

能
教
習

免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

十
八
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
が
「
中
型
車
は
中
型

中
型
自
動
車
に
よ
る
九
時
限
以
上
の
技

車
（
八
ｔ
）
の
Ａ
Ｔ
車
に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ

能
教
習

れ
た
中
型
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

十
九
　
「
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
が
な
く
、
準
中
型

バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
に
よ
る
十
一
時

車
は
準
中
型
車
（
五
ｔ
）
に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付

限
以
上
の
技
能
教
習

さ
れ
た
中
型
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る

限
定
解
除

二
十
　
「
運
転
で
き
る
中
型
車
が
な
く
、
準
中
型
車
は

バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
に
よ
る
十
五
時

準
中
型
車
（
五
ｔ
）
の
Ａ
Ｔ
車
に
限
る
」
旨
の
限
定

限
以
上
の
技
能
教
習

を
付
さ
れ
た
中
型
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に

係
る
限
定
解
除

二
十
一
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
が
「
中
型
車
は
中

バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
に
よ
る
五
時
限

型
車
（
八
ｔ
）
に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
中

以
上
の
技
能
教
習

型
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

二
十
二
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
が
「
中
型
車
は
中

バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
に
よ
る
九
時
限

型
車
（
八
ｔ
）
の
Ａ
Ｔ
車
に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付

以
上
の
技
能
教
習

さ
れ
た
中
型
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
に
係
る

限
定
解
除

二
十
三
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
及
び
準
中
型
自
動

準
中
型
自
動
車
（
車
両
総
重
量
五
ｔ
未

車
が
「
準
中
型
及
び
中
二
で
運
転
で
き
る
中
型
車
は

満
で
な
い
こ
と
。
）
に
よ
る
四
時
限
以

な
く
、
準
中
型
車
は
準
中
型
車
（
五
ｔ
）
に
限
る
」

上
の
技
能
教
習

旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
中
型
第
二
種
免
許
を
受
け
て

い
る
者
に
係
る
限
定
解
除
（
「
準
中
型
車
は
準
中
型

車
（
五
ｔ
）
に
限
る
」
旨
の
限
定
解
除
に
限
る
。）

二
十
四
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
及
び
準
中
型
自
動

中
型
自
動
車
に
よ
る
十
一
時
限
以
上
の

車
が
「
準
中
型
及
び
中
二
で
運
転
で
き
る
中
型
車
は

技
能
教
習

な
く
、
準
中
型
車
は
準
中
型
（
五
ｔ
）
に
限
る
」
旨

の
限
定
を
付
さ
れ
た
中
型
第
二
種
免
許
を
受
け
て
い

る
者
に
係
る
限
定
解
除
（
中
型
第
二
種
免
許
で
運
転

で
き
る
中
型
車
は
な
い
旨
の
限
定
解
除
に
限
る
。）

二
十
五
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
及
び
準
中
型
自
動

中
型
自
動
車
に
よ
る
十
五
時
限
以
上
の

車
が
「
準
中
型
及
び
中
二
で
運
転
で
き
る
中
型
車
は

技
能
教
習

な
く
、
準
中
型
車
は
準
中
型
車
（
五
ｔ
）
に
限
る
」

、
「
準
中
型
車
（
五
ｔ
）
と
普
通
車
は
Ａ
Ｔ
車
に
限

る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
中
型
第
二
種
免
許
を
受

け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除
（
「
中
二
で
運
転
で

き
る
中
型
車
は
な
い
」
又
は
「
準
中
型
車
（
五
ｔ
）

と
普
通
車
は
Ａ
Ｔ
車
に
限
る
」
旨
の
限
定
解
除
に
限

る
。）

二
十
六
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
及
び
準
中
型
自
動

バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
に
よ
る
十
一
時

車
が
「
準
中
型
及
び
中
二
で
運
転
で
き
る
中
型
車
は

限
以
上
の
技
能
教
習

な
く
、
準
中
型
車
は
準
中
型
車
（
五
ｔ
）
に
限
る
」

旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
中
型
第
二
種
免
許
を
受
け
て

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
一



い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

二
十
七
　
運
転
で
き
る
中
型
自
動
車
及
び
準
中
型
自
動

バ
ス
型
の
中
型
自
動
車
に
よ
る
十
五
時

車
が
「
準
中
型
及
び
中
二
で
運
転
で
き
る
中
型
車
は

限
以
上
の
技
能
教
習

な
く
、
準
中
型
車
は
準
中
型
車
（
五
ｔ
）
に
限
る
」

、
「
準
中
型
車
（
五
ｔ
）
と
普
通
車
は
Ａ
Ｔ
車
に
限

る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
中
型
第
二
種
免
許
を
受

け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
解
除

二
十
八
　
運
転
で
き
る
大
型
自
動
車
が
「
自
衛
隊
用
自

大
型
自
動
車
に
よ
る
六
時
限
以
上
の
技

動
車
に
限
る
」
旨
の
限
定
を
付
さ
れ
た
大
型
免
許
を

能
教
習

受
け
て
い
る
者
に
係
る
限
定
免
許

備
考教

習
時
限
は
一
教
習
時
限
に
つ
き
五
十
分
と
す
る
。

別
記
様
式
第
十
一
の
四
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
二



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
三

別記様式第１１の５（第１３条関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
四

別記様式第１１の６（第１３条関係）



「

別
記
様
式
第
十
二
の
二
中

●

「
を

に
改

●
●
」

」
●
●

め
、
同
様
式
備
考
一
中
「
明
り
ょ
う
に
か
い
書
」
を
「
明
瞭
に
楷
書
」
に
改
め
る
。

「

普
通
●
●
●
大
自
二
●
●

別
記
様
式
第
十
三
中
「（
普
通
）」
を
「（
準
中
型
、
普
通
」

に
、

原
付
●
●
●
そ
の
他
（
●

「

普
自
二
（
限
定
な
し
、
小
型
限
定
）

準
中
型
　
　
普
通

を

）

原
付
　

そ
の
他
（
●

●

」

大
自
二
　
　
　
普
自
二
（
限
定
な
し
、
小
型
限
定
）

に
改
め
る
。

）

」

●
別
記
様
式
第
十
三
の
三
中
「
初
●
心
●
運
●
転
●
者
●
講
●
習
●
終
●
了
●
証
●
書
」
を
「
初
●
心

運
　
転
　
者
　
講
　
習
　
終
　
了
　
証
　
明
　
書
」
に
、
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
改
め
る
。

「
●
●
●
●
●
●
●
●
「
●
●
●

講
　
習
の
●
●
●
●
●
免
許

別
記
様
式
第
十
三
の
十
一
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、

を
●
●
●
●

種
●
●
類
●
●
●
●
●
種
●

」
●
●
●
●
●

の

に
改
め
、
同
様
式
備
考
二
中
「
普
通
」
を
「
準
中
型
、
普
通
」
に
改
め
る
。

類

」

別
記
様
式
第
十
四
の
三
か
ら
別
記
様
式
第
十
四
の
八
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
五

「
明
り
ょ
う
に
か
い
書
」
「
明
瞭
に
楷
書
」「

普
通
●
●
●
大
自
二
●
●

「
（
普
通
」

「
（
準
中
型
、
普
通
」

原
付
●
●
●
そ
の
他
（
●

「
普
自
二
（
限
定
な
し
、
小
型
限
定
）

準
中
型
　
　
普
通

）
原
付
　

そ
の
他
（
●
●

」

大
自
二
　
　
　
普
自
二
（
限
定
な
し
、
小
型
限
定
）

）
」

「
初
　
心
　
運
　
転
　
者
　
講
　
習
　
終
　
了
　
証
　
書
」
「
初
　
心

運
　
転
　
者
　
講
　
習
　
終
　
了
　
証
　
明
　
書
」

「
規
定
す
る
」
「
掲
げ
る
」

「
●
●
●
●
●
●
●
●
「
●
●
●

講
　
習
の
●
●
●
●
●
免
許

「
規
定
す
る
」
「
掲
げ
る
」

●
●
●
●

種
●
●
類
●
●
●
●
●
種
●

」
●
●
●
●
●

の
「
普
通
」
「
準
中
型
、
普
通
」

類
」

け引二

大特二

普　二

大　二

け　引

原　付

小　特

普自二

大自二

大　特

普　通

中　型

大　型

け引二

大特二

普　二

大　二

け　引

原　付

小　特

普自二

大自二

大　特

普　通

準中型

中　型

大　型



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
六

別記様式第１４の３（第１７条関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
七

別記様式第１４の４（第１７条の１０関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
八

（裏　　面）

申請書の記載要領等

１．氏名欄は、黒又は青のボールペン等で明瞭に、楷書で記載し、又は５号活字で印字すること。

２．手数料欄には、収入証紙で手数料を納入する場合は、その収入証紙を貼り付けること。

３．この申請書に添付する写真は、申請前６か月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦の長さ３．０

センチメートル、横の長さ２．４センチメートルのもので、その裏面に氏名及び撮影年月日を記入したもの

とすること。



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
〇
九

別記様式第１４の５（第１７条の１０関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
〇

別記様式第１４の５の２（第１７条の１０関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
一

（裏　　面）

申請書の記載要領等

１．氏名欄は、黒又は青のボールペン等で明瞭に、楷書で記載し、又は５号活字で印字すること。

２．手数料欄には、収入証紙で手数料を納入する場合は、その収入証紙を貼り付けること。

３．この申請書に添付する写真は、申請前６か月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦の長さ３．０

センチメートル、横の長さ２．４センチメートルのもので、その裏面に氏名及び撮影年月日を記入したもの

とすること。



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
二

別記様式第１４の６（第１８条の２関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
三

別記様式第１４の７（第１８条の２関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
四

別記様式第１４の８（第１８条の２の２関係）



別
記
様
式
第
十
四
の
十
及
び
別
記
様
式
第
十
四
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
五



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
六

別記様式第１４の１０（第１８条の２の３関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
七

別記様式第１４の１１（第１８条の２の３関係）



別
記
様
式
第
十
五
中
「
□
　
第
４
号
（
大
型
・
中
型
・
普
通
）」
を
「
□
　
第
４
号
（
大
型
・
中

型
・
準
中
型
・
普
通
）」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
一
中
「
か
い
書
」
を
「
楷
書
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
五
の
三
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
八

「
□
　
第
４
号
（
大
型
・
中
型
・
普
通
）」

「
□
　
第
４
号
（
大
型
・
中

型
・
準
中
型
・
普
通
）」

「
か
い
書
」
「
楷
書
」



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
一
九

別記様式第１５の３の２の２（第１８条の３関係）



別
記
様
式
第
二
十
八
及
び
別
記
様
式
第
二
十
九
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
二
〇



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
二
一

別記様式第２８（第２５条関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
二
二



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
二
三

別記様式第２９（第２５条関係）



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
二
四



別
記
様
式
第
三
十
八
中
「
教
育
機
関
名
」
を

に
改
め
る
。

（
第
１
条
　
号
課
程
）」

別
記
様
式
第
四
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
二
五

「
教
育
機
関
名

「
教
育
機
関
名
」

（
第
１
条
　
　
　
　
　
　
号
課
程
）
」



山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
七
十
九
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

一
二
六

別記様式第４１（第３３条関係）



附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
の
二
の
表
第
三
項

の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
九
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委

員

長
　
　
尾
　
　
方
　
　
　
　
　
恵

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
十
号
中
「
、
退
職
手
当
及
び
公
務
災
害
補
償
」
を
「
及
び
退
職
手
当
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
三
第
三
号
中
「
厚
生
相
談
」
を
「
厚
生
及
び
相
談
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号

と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
の
五
を
第
八
条
の
六
と
し
、
第
八
条
の
四
を
第
八
条
の
五
と
し
、
第
八
条
の
三
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
健
康
管
理
室
）

第
八
条
の
四
　
厚
生
課
に
健
康
管
理
室
を
附
置
す
る
。

２
　
健
康
管
理
室
に
お
い
て
は
、
前
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
取
調
べ
の
高
度
化
・
適
正
化
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
の
三
第
二
項
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
四
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
同

条
第
五
号
中
「
組
織
犯
罪
捜
査
」
を
「
組
織
犯
罪
」
に
、「
課
の
」
を
「
部
及
び
室
並
び
に
部
内
の
他

の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

●
五

犯
罪
組
織
の
情
報
収
集
活
動
に
関
す
る
指
導
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
部
及
び
室
並
び

に
部
内
の
他
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
二
十
一
条
の
四
を
第
二
十
一
条
の
五
と
し
、
第
二
十
一
条
の
三
を
第
二
十
一
条
の
四
と
し
、
第
二

十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
理
事
）

第
二
十
一
条
の
三
　
警
察
本
部
に
理
事
を
置
き
、
警
視
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
に
相
当
す
る
職
員
を
も

つ
て
充
て
る
。

２
　
理
事
は
、
本
部
長
の
命
を
受
け
て
、
特
定
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
留
置
管
理
室
」
の
下
に
「
、
健
康
管
理
室
」

を
加
え
る
。

「

出
納
　
　
　
　
　
　
出
納
第
一
　
　
　
　
　
　
「

別
表
第
一
会
計
の
部
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
出
納

出
納
第
二
　

」

●
出
納
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
厚
生
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

」

厚
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庶
務

厚
生
　
　
　
　
　
　
厚
生

共
済
　
　
　
　
　
　
共
済

健
康
管
理
　
健
康
管
理
　
　
　
　
生
活
相
談

室
　

健
康
管
理

「

生
活
安
全
対
策
　
　
生
活
安
全

別
表
第
一
生
活
安
全
企
画
の
部
生
活
安
全
対
策
室
の
款
中

犯
罪
抑
止

「

生
活
安
全
　
　
　
　
生
活
安
全

を
　
　

に
改
め
、
同
表
少
年
・
女
性
安
全
対
策
の

犯
罪
抑
止
　
　
　
　
犯
罪
抑
止

」

」「

ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
　
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ

●
●
「

Ｖ
対
策
第
二
●
●
●
Ｖ
対
策
第
二
●
●

部
中
　
　
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
　
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
　
　
を

●
●
●
●
Ｖ
対
策
第
二
●
●
●
Ｖ
対
策
第
二
●
●
●
●
●
●
●
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
●
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ

」
●
●
●
Ｖ
対
策
第
三
●
●
●
Ｖ
対
策
第
三
●
●

「

「

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
企
画
調
整
●
●
●
●
企
画
●
●
●
●

●
●
通
訳

に
改
め
、
同
表
刑
事
企
画
の
部
中
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
手
配
・
共
助
●
●
●
●
を
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
　
　
　
　
　
　
通
訳

」

」
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・
企
画
調
整
　
企
画

「

●
●
●
●
●
●
通
訳
●
●
●
●
●
●
●
に
改
め
、
同
部
犯
罪
捜
査
指
導
支
援
室
の
款
中
●
●
指
導
●
●

手
配
・
共
助

」
「

指
導
・
取
調
べ
　
　
指
導
・
公
判

●
●
●
●
指
導
・
公
判
●
●
●
●
を

に
改
め
、
同
表

」

取
調
べ

」
●
●
●
●
●
●

「

「

情
報
指
導
・
指
定
●

情
報
指
定
・
分
析
　
情
報
指
定

組
織
犯
罪
対
策
の
部
中
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

を
●
●
・
解
明
●
●
●
●
●

情
報
分
析

」

情
報
指
導
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

講
習
　
　
　
　
　
　
講
習

指
定
命
令
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
運
転
免
許
の
部
中

適
性
検
査
所
●

犯
罪
収
益
解
明

」

「
講
習
　
　
　
　
　
　
講
習

●
●
●
を
　
　

適
性
検
査
所
●
●
●
●
に
改
め
、
同
表
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
の

」

高
齢
運
転
者
支
援

」「

「

西
部
　
　
　
　
　
　
甲
府
分
駐
隊

部
中
　
　
西
部
　
　
　
　
　
　
甲
府
分
駐
隊
　
　
　
　
を
　

」

増
穂
分
駐
隊

「

「

情
報
第
五
　
　
　
　
情
報
第
一
　

情
報

に
改
め
、
同
表
警
備
第
一
の
部
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
第
二
　
　
　
　
　
を

」

情
報
第
三
　

情
報

」

第
五
　
　
　
　
情
報
第
一

情
報
第
二
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

第
六
　
　
　
　
情
報
第
一

」

「

別
表
第
二
韮
崎
警
察
署
、
笛
吹
警
察
署
及
び
富
士
吉
田
警
察
署
の
部
中
　
　
会
計
　

会

「

会
計
　
　
　
　
　
　
会
計

計
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

会
計

遺
失
物

」

「

押
原
小
井
川
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
　
中
央
市
の
う
ち
布
施
（

交
番
●
●
●
●
河
東
中
島
一
五
九
●
及
び
山
之
神
並
び
に
中

六
の
六
●
●
●
●
●
西
条
（
一
か
ら
一
八
八

別
表
第
三
南
甲
府
警
察
署
の
部
中

ら
五
四
〇
九
ま
で
（
四

ま
で
を
除
く
。
）
を
除

築
地
新
居
、
築
地
新
田

河
東
中
島
、
河
西
、
上

「

押
原
小
井
川
●
中
巨
摩
郡
昭
和
町
●
中
央
市
の
う
ち
布
施
（
通
称

交
番
●
●
●
●
河
東
中
島
一
五
九
●
及
び
山
之
神
並
び
に
中
巨
摩

六
の
六
●
●
●
●
●
西
条
（
一
か
ら
一
八
八
ま
で

通
称
新
町
を
除
く
。
）

ら
五
四
〇
九
ま
で
（
四
二
四

巨
摩
郡
昭
和
町
の
う
ち

ま
で
を
除
く
。
）
を
除
く
。

ま
で
及
び
二
一
五
三
か

築
地
新
居
、
築
地
新
田
、
押

二
四
八
か
ら
四
三
三
七
●
●
を

河
東
中
島
、
河
西
、
上
河
東

く
。
）
、
西
条
新
田
、

、
押
越
、
紙
漉
阿
原
、

成
島
交
番
●
●
中
央
市
成
島
三
五
●
中
央
市
の
う
ち
東
花
輪
、
西

河
東
及
び
飯
喰
　

〇
八
の
七
●
●
●
●
藤
巻
、
今
福
新
田
、
馬
籠
、

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
」

、
布
施
（
通
称
新
町
に
限
る

下
三
條
、
下
河
東
、
一
町
畑

●●●
、
西
新
居
、
中
楯
、
成
島
、

及
び
若
宮
●
●
●
●
●
●
●

新
町
を
除
く
。）

郡
昭
和
町
の
う
ち

及
び
二
一
五
三
か

八
か
ら
四
三
三
七

）、
西
条
新
田
、

越
、
紙
漉
阿
原
、

及
び
飯
喰

に
改
め
、
同
部
花
輪
警
察
官
駐
在
所
、
下
河
東
警
察
官
駐
在
所
及
び
成
島
警
察

花
輪
、
大
田
和
、

臼
井
阿
原
、
今
福

。
）
、
上
三
條
、

、
町
之
田
、
乙
黒

極
楽
寺
、
井
之
口
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」

「

官
駐
在
所
の
項
を
削
り
、
同
部
中
　
　
太
田
町
連
絡
　
甲
府
市
太
田
町
１０

所
　
　
　
　
　
番
１５
号

「

太
田
町
連
絡
　
甲
府
市
太
田
町
１０

所
　
　
　
　
　
番
１５
号

を

花
輪
連
絡
所
　
中
央
市
西
花
輪
四

」

四

に
改
め
、
同
表
富
士
吉
田
警
察
署
の
部
月
江
寺
交
番
の
項
中
「
）
ま
で
」
を
「
）

」

」
に
、「
及
び
新
倉
」
を
「
、
新
倉
、
富
士
見
一
丁
目
、
富
士
見
二
丁
目
、
富
士
見
三
丁
目
、
富
士
見

四
丁
目
、
富
士
見
五
丁
目
、
富
士
見
六
丁
目
及
び
富
士
見
七
丁
目
」
に
改
め
、
同
部
明
見
第
一
警
察
官

駐
在
所
及
び
明
見
第
二
警
察
官
駐
在
所
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

明
見
第
一
警
　
富
士
吉
田
市
大
明
　
富
士
吉
田
市
の
う
ち
大
明
見
一
丁
目
、
大
明
見

察
官
駐
在
所
　
見
一
丁
目
１
番
１
　
二
丁
目
、
大
明
見
三
丁
目
、
大
明
見
四
丁
目
、

号
　

大
明
見
五
丁
目
、
大
明
見
六
丁
目
及
び
下
吉
田

東
一
丁
目
（
街
区
符
号
３５
番
及
び
３６
番
（
５
号

か
ら
２４
号
ま
で
に
限
る
。）
に
限
る
。）

明
見
第
二
警
　
富
士
吉
田
市
小
明
　
富
士
吉
田
市
の
う
ち
小
明
見
一
丁
目
、
小
明
見

察
官
駐
在
所
　
見
五
丁
目
９
番
６
　
二
丁
目
、
小
明
見
三
丁
目
、
小
明
見
四
丁
目
、

号
　

小
明
見
五
丁
目
、
向
原
一
丁
目
、
向
原
二
丁
目

、
向
原
三
丁
目
及
び
向
原
四
丁
目

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
高
速
道
路
交
通

警
察
隊
の
部
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
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